
■ 「効果の見える治水事業」 

愛媛県（一）渡川水系 広見川 広域河川改修事業 
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広見川は、愛媛県北宇和郡鬼北町（旧日吉村）にその源を発し、鬼北町、松野町を貫流し、高

知県四万十市江川崎で四万十川に合流した後、海に至る流域延長Ｌ＝56ｋｍ、流域面積Ａ＝367

 の一級河川です。主な支流として、藤川、犬飼川、日向谷川、安森川、下大野川、大宿川、三

間川、堀切川、奥野川があります。 

その流域の大半は山地であるため、河川沿いの平地に水田や集落が集中しており、川幅が狭小

で河道の流下能力が不足している上、著しい蛇行も重なり、過去に家屋や農地の浸水被害が度々

発生してきました。 

 

昭和 20 年枕崎台風時には、浸水戸数 260 戸に達する大水害となりました。近年では、昭和 57

年８月の台風 13 号、昭和 63 年６月の台風４号で氾濫、浸水被害が発生したことにより、平成元

年度より河川改修事業に着手し、平地で河積が狭く、家屋や農地の浸水被害が度々発生している

松野町蕨生地区より鬼北町興野々に至る延長Ｌ＝13.245ｋｍ区間において、浸水被害の軽減を図

るため、堤防・護岸の設置、川幅の拡大、堰の改築等を計画的に実施しているところです。 

 

河川改修は下流から 4.6km の区間において整備が完了しており、下流から 4.6km 地点より上流

については、事業効果の早期発現を図るため、暫定改修を進めており、下流から約 10kｍまでの区

間の暫定改修が完了しております。 

 

地元における浸水被害軽減に対する改修の効果は高く評価されており、整備の完了が求められ

ているため、今後も、引き続き関係機関や地元住民の協力をいただきながら、改修を推進し、治

水安全度の向上に努めたいと考えております。 
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 鬼北町は、愛媛県南西部に位置し、平成 17 年 1月に旧広見町と旧日吉村が合併して誕生した

町で、12年が経とうとしております。 

 全国で唯一、自治体名に鬼のつく町として鬼のまちづくりを展開し、シンボルとして、男鬼の

「鬼王丸」と母子鬼の「柚
ゆ

鬼
き

媛
ひめ

」を旧広見町・旧日吉村それぞれの道の駅に設置いたしました。

その両方の旧町村を縦断するように、四万十川の最大の支流である広見川が流れています。そし

て、その河川を利用して町の活性化を図るために、様々なイベントを行っています。 

 まず夏には、「でちこんか夏の陣」として、「四万十・源流広見川上り駅伝大会」が開催され、

広見川を下流から上流へ向けて駅伝形式で駆け上ります。年々参加チームも増えにぎわっており、

今年は中村愛媛県知事も県職員のチームで参加していただき、大いに盛り上がりました。またそ

の上流では、「せせらぎ魚っちんぐ」として親子連れが水や魚にふれあうイベントが開催されて

います。 

 さらに秋には、奈良川河川敷において、「いもたき会」が週末の夕方に行なわれ、広見川など

でとれたモズクガニもお目見えします。そして 10月には鬼北町最大のイベントである「でちこ

んか秋の陣」が盛大に開催されています。 

 この他にも、農業用や飲料用として欠かせない河川ですが、近年は住民の生命財産を奪う大き

な災害の発生源にもなっております。中でも広島の土石流や、鬼怒川の堤防決壊は記憶に新しい

ところでありますが、台風や梅雨等の豪雨で護岸が崩壊し、尊い人命が失われたり、住居、農地、

道路等が流出するという災害は住民生活に重い負担を課すものでありますので、事前の備えとし

て、河川改修の重要性を再認識しているところであります。 

 鬼北町は、その名の由来である鬼ヶ城山系をはじめとした急峻な山々に囲まれた盆地であり、

急流な河川が多く災害も多発しておりますが、幸にも現在、愛媛県南予地方局において大宿川と

広見川の護岸を改修していただいておりますので、地域住民の安全と安心が一層高まると感謝し

ております。 

 特に、現在改修中の広見川の興野々地区については、日本の原風景ともいえる歴史的文化財等

があり、改修後には観光スポットとして活用したいと夢を膨らませております。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

懸命に川を上る中村県知事 日吉夢産地「柚鬼媛」 

広見川上り駅伝大会 広見川と三間川合流地点 
台風による増水 

森の三角帽子「鬼王丸」 


